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星
が
降
り
注
ぐ

　

猿
鬼
伝
説
の
里

能登町議会へようこそ



❷❷

バスの利便性向上のために
ー整備事業などを補正
一般会計補正予算に１億2117万４千円を追加して、
令和５年度一般会計予算総額を156億5122万４千円に。

　

令
和
５
年
第
５
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
を

９
月
６
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
開
会
し
、
令
和
５
年

度
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
改
正
や
財
産
の
取
得

な
ど
、
町
長
提
出
議
案
11
件
、
令
和
４
年
度
決
算
の

認
定
７
件
が
提
出
さ
れ
た
。
議
案
は
各
常
任
委
員
会
、

認
定
は
決
算
特
別
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
、
全

議
案
を
可
決
及
び
認
定
し
た
。

14
日
に
は
９
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
行
っ
た
。

主な補正予算
○議会費
・能登町議会議員なり手不足解消調査特別委員会の視察研修旅費を追加

○総務費
・定住住宅助成金について実績を見込み、助成金を追加
・内浦総合支所前にバス停を移設し、ロータリー化するための工事費を追加
・行政情報や災害情報等を速やかに町民に発信するためのツールとして、町公式
LINE構築費用を追加

・マイナンバーカード利用による、住民票の写し等のコンビニ交付利用者の実績
を見込み、手数料を追加

○衛生費
・フルーツ管理センター解体工事費を追加

○商工費
・創業・継承支援事業において、実績を見込み補助金を追加

○消防費
・日本赤十字社石川県支部の支援により、救援物資保管庫の整備を行うための工
事費を追加

○教育費
・小木中学校の円滑な統合に向けた諸課題を検討し調整するために設置した、小
木地区統合検討委員会の報償費を追加

○災害復旧費
・農業施設災害復旧費及び林業施設災害復旧費において、奥能登地震災害復旧費
の事業費の調整と、７月14日発生の豪雨災害復旧費を計上

その他の主な議案
○財産の取得
・消防ポンプ自動車１台　 取得価格2277万円（長野ポンプ株式会社七尾営業所）
・除雪ドーザ11 t 級１台   取得価格1936万円（コマツ石川株式会社穴水支店）
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町公式LINE構築事業・路線 
内浦総合支所バスロータリ

９月定例会議

令和５年第５回９月定例会議の審議結果（賛否の分かれたもの）

賛成 〇、反対 ×、欠席　欠、―　議長は採決に参加しません。　

結果
可否

議員名

議案

小
浦　

肇

𠮷
田　

義
法

馬
場　

等

田
端　

雄
市

金
七
祐
太
郎

南　

正
晴

市
濱　

等

小
路　

政
敏

酒
元　

法
子

河
田　

信
彰

向
峠　

茂
人

志
幸　

松
栄

鍛
治
谷
眞
一

可決 議案第68号　令和５年度能登町一般会計補正予算
　　　　　　（第４号） ○ ○ × ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算として、町の情報を速やかに町民へ発信するための、町公式 LINE構築事業
をはじめ、路線バスの利便性を図るための内浦総合支所バスロータリー整備事業を
計上したほか、７月の豪雨による災害復旧費や遊休施設の解体工事費を追加した。

馬場　等議員

救援物資保管庫整備事業について反対討論
議案第68号　令和５年度能登町一般会計補正予算（第４号）の消防費に予算計上された救援物資保管
庫整備事業について反対する。私が以前、一般質問した際に、町は上町川の洪水浸水想定区域内にある
旧上町保育所が公的備品を置く場所には最適でないと認めた。その敷地内に救援物資保管庫を設置する
ことは明らかに矛盾している。救援物資保管庫の設置場所は新たな場所に変更するべきだ。

反対討論

（賛成討論はなし）

内浦総合支所 LINE（イメージ）
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議案をチェック・常任委員会レポート

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
議
の
議
案
質
疑

問
馬
場　

等　

議
員

答
総
務
課
長

　

設
置
場
所
は
防
災
備
蓄
倉

庫
の
敷
地
内
で
あ
り
、
旧
上

町
保
育
所
の
敷
地
内
を
予
定

し
て
い
る
。

答
総
務
課
長

　

備
蓄
機
能
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
場
所
で
あ
り
、
総
合

的
に
管
理
で
き
る
場
所
と
し

て
、
現
在
は
最
適
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

消
防
費
２
０
０
万
円
の

追
加
は
、
救
援
物
資
保
管

庫
の
整
備
を
行
う
た
め
の

工
事
費
と
な
っ
て
い
る
が
、

救
援
物
資
保
管
庫
の
設
置

場
所
は
ど
こ
か
。

　

防
災
備
蓄
倉
庫
の
あ
る

旧
上
町
保
育
所
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
洪

水
浸
水
想
定
区
域
と
な
っ

て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
産委
業員

建

会

設

　

𠮷
田
義
法
（
委
員
長
）

　

小
浦　

肇
（
副
委
員
長
）

　

南　

正
晴　

酒
元
法
子

　

河
田
信
彰　

志
幸
松
栄

問
　

補
正
予
算
の
定
住
住
宅
助

成
金
24
件
分
の
計
上
根
拠
は

何
か
。
ま
た
、
相
談
窓
口
は

ど
こ
か
。

答
　

４
月
か
ら
７
月
の
実
績
に

基
づ
き
算
出
し
た
。
窓
口
は

ふ
る
さ
と
振
興
課
。

問
　

当
初
計
画
で
は
、
定
住
住

宅
助
成
金
の
新
築
１
軒
当
た

り
の
助
成
額
が
１
５
０
万
円

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
実
績

２
２
０
万
円
と
な
っ
た
理
由

は
何
か
。

答
　

資
材
の
高
騰
や
建
築
事
情

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
事
業
に
お

け
る
情
報
提
供
や
更
新
は
委

託
業
者
が
行
う
も
の
か
。
ま

た
、
町
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
る

か
。

答
　

ど
こ
の
会
社
の
ソ
フ
ト
や

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
か
は

検
討
中
だ
が
、
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
外
部
委
託
す
る
予

定
は
な
く
、
各
課
で
行
う
。

町
民
か
ら
は
災
害
時
に
現
場

写
真
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず

は
情
報
発
信
か
ら
始
め
る
。

問
　

地
域
安
全
推
進
費
で
防
犯

カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
抽
出
と
あ

る
が
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る

も
の
か
。
ま
た
、
事
件
・
事

故
に
よ
る
も
の
か
。

答
　

町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
33

台
設
置
し
て
お
り
、
警
察
と

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
依

頼
に
基
づ
き
必
要
な
個
所
の

デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
。

問
　

内
浦
総
合
支
所
バ
ス
ロ
ー

タ
リ
ー
整
備
事
業
で
、
支
所

正
面
に
設
置
し
て
あ
る
ラ
イ

ト
付
き
ポ
ー
ル
を
撤
去
す
る

理
由
は
何
か
。

答
　

車
の
接
触
に
よ
る
破
損
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
に
併
せ
て

ラ
イ
ト
付
き
ポ
ー
ル
を
撤
去

し
、
よ
り
頑
丈
な
ア
ー
チ
型

の
車
止
め
を
設
置
す
る
。

問
　

救
援
物
資
保
管
庫
の
整
備

に
つ
い
て
は
良
い
が
、
設
置

予
定
場
所
で
あ
る
上
町
の
防

災
備
蓄
倉
庫
の
敷
地
内
は
、

県
が
公
開
し
て
い
る
洪
水
浸

水
想
定
区
域
で
あ
る
た
め
、

他
の
安
全
区
域
に
設
置
す
る

べ
き
だ
。
６
月
の
定
例
会
議

の
一
般
質
問
に
お
い
て
も
防

災
備
蓄
倉
庫
を
移
転
す
る
べ

き
と
指
摘
が
あ
り
、
町
は
そ

れ
を
認
め
た
は
ず
だ
。
町
は

防
災
備
蓄
を
分
散
し
て
お
り
、

上
町
以
外
の
備
蓄
場
所
に
併

設
す
る
べ
き
だ
。

答
　

浸
水
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

る
が
、
想
定
の
最
大
浸
水
エ

リ
ア
で
千
年
規
模
の
確
率
で

あ
る
。
機
能
的
に
も
上
町
の

防
災
備
蓄
倉
庫
敷
地
内
に
物

資
を
集
中
さ
せ
た
い
。
防
災

備
蓄
倉
庫
を
整
備
す
る
に
あ

た
り
費
用
を
か
け
て
お
り
、

ま
だ
償
還
し
て
い
る
状
態
な

の
で
、
す
ぐ
に
は
移
転
で
き

な
い
が
、
今
後
、
総
合
的
に

見
直
す
際
に
防
災
備
蓄
倉
庫

や
救
援
物
資
保
管
庫
の
設
置

場
所
を
考
え
た
い
。

問
　

除
雪
ド
ー
ザ
の
購
入
は
新

規
か
。

答
11
ト
ン
級
の
除
雪
ド
ー
ザ

を
更
新
す
る
。
今
後
、
目
安

と
し
て
25
年
程
度
所
有
し
た

も
の
か
ら
更
新
す
る
予
定
。

問
　

除
雪
ド
ー
ザ
の
入
札
に
お

い
て
、
５
社
の
内
４
社
が
辞

退
し
た
理
由
は
何
か
。
強
制

は
で
き
な
い
が
、
入
札
に
参

加
す
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

答
　

辞
退
の
理
由
は
わ
か
ら
な

い
が
、
推
測
と
し
て
昨
今
の

物
価
高
騰
や
部
品
の
調
達
遅

れ
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
入
札
参
加
資

格
が
あ
る
の
は
、
こ
の
５
社

の
み
の
た
め
再
入
札
は
で
き

防災備蓄倉庫（旧上町保育所）防災備品
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常任委員会レポート

な
か
っ
た
。

問
　

消
防
車
の
更
新
は
定
期
的

な
も
の
か
。
毎
月
、
分
団
員

に
よ
り
手
入
れ
さ
れ
て
い
る

の
で
、
更
新
時
期
は
状
態
を

視
て
判
断
す
る
べ
き
だ
。

答
　

合
併
当
初
か
ら
16
分
団
の

車
両
を
16
年
か
け
て
更
新
し

て
き
た
。
今
回
は
小
木
分
団

の
消
防
車
を
更
新
す
る
。
今

後
は
20
年
経
過
し
た
車
両
か

ら
更
新
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

問
　

辺
地
対
策
事
業
債
を
財
源

と
す
る
林
道
河
ヶ
谷
線
舗
装

事
業
は
、
こ
の
５
カ
年
計
画

で
完
了
す
る
の
か
。

答
　

林
道
河
ヶ
谷
線
の
全
体
延

長
は
３
２
８
５
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
完
了
し
て
い
る
の
は
１

５
２
５
メ
ー
ト
ル
で
今
年
度
、

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
事
業
を

行
う
と
残
り
は
１
５
６
０
メ

ー
ト
ル
。
完
了
は
令
和
11
年

度
の
予
定
。

問
　

林
道
河
ヶ
谷
線
の
未
舗
装

区
間
の
多
く
は
、
草
木
が
し

げ
り
車
両
が
通
行
で
き
な
い

状
態
で
あ
る
が
、
舗
装
工
事

が
必
要
な
も
の
か
。

答
　

こ
の
林
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
よ
り
要

望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
５
年

以
上
の
計
画
の
事
業
は
、
評

価
委
員
会
に
諮
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
評
価
委
員
会
で

は
必
要
な
事
業
だ
と
審
議
さ

れ
た
。

　　

林
道
河
ヶ
谷
線
は
地
域
住

民
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
と

理
解
す
る
が
、
利
用
度
が
高

い
区
間
の
多
く
は
、
工
事
が

完
了
し
て
い
る
。
評
価
委
員

は
林
道
河
ヶ
谷
線
を
見
た
こ

と
が
あ
る
の
か
。
町
内
で
は
、

他
に
も
林
道
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
本
当
に
必

要
な
こ
と
か
疑
問
だ
。
辺
地

債
を
財
源
と
し
て
町
道
の
拡

幅
や
舗
装
工
事
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
費
用
対
効
果
を

考
慮
す
る
と
町
道
や
農
道
を

整
備
す
る
べ
き
だ
。

そ
の
他
の
意
見

教委
育員
厚会
生

　

小
路
政
敏 （
委
員
長
）

　

馬
場　

等
（
副
委
員
長
）

　

田
端
雄
市　

金
七
祐
太
郎

　

市
濱　

等　

向
峠
茂
人

　

鍛
治
谷
眞
一

問
　

フ
ル
ー
ツ
管
理
セ
ン
タ
ー

の
解
体
工
事
に
つ
い
て
、
現

在
何
か
使
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

２
階
事
務
所
は
使
っ
て
い

な
い
。
１
階
ト
イ
レ
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
利
用
時
に
開
放
し

て
い
る
。
街
灯
の
配
電
設
備

は
解
体
に
伴
っ
て
移
設
す
る
。

問
　

フ
ル
ー
ツ
管
理
セ
ン
タ
ー

解
体
工
事
費
に
充
当
す
る
使

用
料
は
４
月
か
ら
の
使
用
料

か
。

答
　

４
月
か
ら
の
斎
場
使
用
料

を
充
当
す
る
。

問
　

松
波
小
学
校
の
雨
漏
り
対

策
は
。

答
　

松
波
小
学
校
の
職
員
玄
関

か
ら
給
食
室
の
一
部
に
地
震

の
影
響
と
み
ら
れ
る
雨
漏
り

が
発
生
し
た
。
８
０
０
万
６

千
円
を
工
事
費
に
計
上
し
た
。

問
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
頻
度

は
、
週
３
日
以
上
使
っ
て
い

る
の
か
。

答
　

毎
日
使
用
し
て
い
る
。

問
　

自
宅
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

ち
帰
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答
　

自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
は

で
き
、
各
学
校
の
教
育
活
動

に
応
じ
て
任
せ
て
あ
る
。

問
　

授
業
の
中
で
、
教
員
・
子

供
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
が
な
く

な
ら
な
い
か
心
配
さ
れ
る
が
。

答
　

毎
時
間
、
無
言
で
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
安
心
し
て
ほ

し
い
。

　令和５年９月19日第３回能登町議会議員
なり手不足解消調査特別委員会を開催した。
基本条例に基づき開催する町民との意見交換
会を本年は「なり手不足」をテーマに開催す
ることを決定し、各種団体との意見交換会の
実施方法や、その他先進地視察研修について
協議した。
　

能登町議会議員なり手不足解消調査特別委員会から

議員なり手不足解消調査特別委員会の様子

９
月
７
日　

宇
出
津
小
学

校
で
１
人
１
台
端
末
（
タ

ブ
レ
ッ
ト
）
を
活
用
し
た

授
業
を
視
察
。

教
育
長
に
聞
い
た
。



❻❻

いっぱん質問

問
　

平
成
29
年
か
ら
令
和
３
年

ま
で
の
、
男
性
育
児
休
業
取

得
は
、
０
％
だ
が
、
取
組
み

を
問
う
。

９月定例会議の一般質問（14日）

議員が、町の一般事務に対してその執行の状況または将来の方針、
政策的提言や行政への批判などを執行者に直接質問することです。

問　ＤⅩ推進計画の進捗と評価を問う

答　８月に進捗状況の共有化を図った

問
　

令
和
５
年
度
上
半
期
も
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
計

画
の
進
捗
状
況
と
町
長
の
考

え
を
問
う
。

答　

総
務
課
長

①
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

・
共
有
化

　

全
国
市
町
の
シ
ス
テ
ム
を
、

７
年
ま
で
に
標
準
化
す
る
計

画
が
あ
り
、
現
在
、
専
門
業

者
と
問
題
の
洗
い
出
し
最
中

で
、
計
画
ど
お
り
７
年
ま
で

に
変
更
す
る
よ
う
に
進
め
て

い
る
。

②
テ
レ
ワ
ー
ク
・
モ
バ
イ
ル

端
末
環
境
整
備

　

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
テ
レ

ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
を
行
っ

た
。
次
年
度
以
降
に
職
員
の

出
張
時
に
つ
い
て
も
業
務
が

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

③
Ａ
Ｉ

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ

導
入
の
検
討

　

本
年
度
、
計
画
ど
お
り
各

課
の
業
務
を
調
査
し
、
費
用

対
効
果
を
検
証
し
て
、
導
入

を
検
討
す
る
。

④
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
拡
大

　

会
議
資
料
な
ど
を
電
子
化

し
、
各
課
に
お
い
て
可
能
な

範
囲
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

努
め
て
い
る
。

問　
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
組
み
を
問
う

答　
育
児
休
業
制
度
の
積
極
的
利
用
を
促
す

小
おうら

浦　　肇
はじめ

　議員

答　

総
務
課
長

　

育
児
休
暇
の
取
得
が
な
い

要
因
は
、
所
得
減
少
や
「
職

場
に
迷
惑
を
か
け
る
」
と
の

思
い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
対

象
職
員
に
は
、
育
児
休
業
制

度
や
経
済
的
支
援
制
度
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
支

援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
。

ま
た
、
個
別
に
声
か
け
を
し
、

取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
る
。

⑤
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

現
在
、
電
子
決
裁
を
含
む

シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
の
調
査

を
進
め
て
い
る
が
、
多
額
な

費
用
の
た
め
、
費
用
対
効
果

を
検
証
・
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

⑥
情
報
化
担
当
職
員
の
研
修

等
の
実
施

　

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
や
新
た

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
知
識
習
得
は
、
必

要
で
あ
り
、
下
半
期
に
研
修

会
を
企
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

自
治
大
学
校
の
Ｄ
Ｘ
研
修
会

に
派
遣
を
予
定
し
て
い
る
。育児(イメージ)

答　

町
長

　

当
該
計
画
は
、
令
和
７
年

度
ま
で
の
３
カ
年
計
画
で
、

本
年
度
か
ら
取
組
み
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
８
月
に

本
部
会
議
を
開
催
し
、
各
課

の
取
組
み
状
況
な
ど
の
情
報

共
有
を
図
っ
た
。
今
回
の
補

正
予
算
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
構
築
を
計
画
ど

お
り
計
上
す
る
な
ど
、
順
次

取
組
ん
で
い
る
。

　

担
当
課
に
、
確
認
し
た
６

つ
の
取
組
に
つ
い
て
、
進
捗
状

況
と
今
後
の
取
組
み
を
問
う
。

問

答　

町
長

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
や
男
性
の
家
庭
生
活
へ

の
関
与
は
必
要
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
は
大
切
な
の
で
、

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得

率
向
上
を
挙
げ
て
い
る
。
３

日
で
も
５
日
で
も
取
得
で
き

る
よ
う
に
取
組
む
。

　

担
当
課
は
町
長
の
考
え
を

ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
の
か

問

問
う
。
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いっぱん質問

𠮷
よしだ

田 義
よしのり

法　議員

問①平
成
22
年
度
に
策
定
し
た

小
中
学
校
適
正
規
模
の
半
分

の
人
数
が
、
令
和
４
年
度
で

は
適
正
規
模
と
示
さ
れ
た
根

拠
は
何
か
。

②
適
正
規
模
・
適
正
配
置
実

施
計
画
で
は
、「
中
学
校
は

地
区
を
限
定
せ
ず
、
将
来
的

に
１
校
と
す
る
」「
全
校
生

徒
40
人
未
満
と
な
る
小
規
模

校
は
、
統
合
の
検
討
を
す

る
」
と
あ
る
。
統
合
検
討
委

答　

教
育
長

①
教
職
員
や
保
護
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、
教
育

活
動
を
保
障
す
る
最
低
限
度

の
人
数
を
目
安
と
し
た
。

②
統
合
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
か
ら
統
合
ま
で
は
約
２

年
間
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
総
意
で

あ
れ
ば
時
期
的
な
も
の
に
つ

い
て
相
談
に
は
の
る
が
、
本

計
画
に
基
づ
き
、
保
護
者
や

地
域
住
民
、
学
校
関
係
者
の

理
解
と
協
力
を
得
て
、
着
実

に
統
合
を
進
め
る
。

問　さらに移住・定住促進を図れ

答　定住促進協議会を中心に取組む

①
当
町
の
移
住
者
実
績
と
主

な
移
住
支
援
事
業
は
。

②
移
住
・
定
住
に
力
を
入
れ

て
い
る
長
崎
県
五
島
市
を
視

察
し
た
上
で
、
当
町
の
移
住

支
援
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
提
案
す
る
。

・
子
育
て
世
帯
に
的
を
絞
る

・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広

報
を

・
空
き
家
を
活
用
し
た
賃
貸

住
宅
の
改
修
支
援
を

・
空
き
店
舗
バ
ン
ク
を

・
雇
用
機
会
拡
充
支
援
を

③
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
住
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
自
然
や
伝

統
、
産
業
な
ど
能
登
町
の
こ

と
を
し
っ
か
り
伝
え
、
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
町
を
誇
り

に
思
え
る
教
育
が
必
要
だ
。

問答　
ふ
る
さ
と
振
興
課
担
当
課
長

①
移
住
者
実
績
は
平
成
27
年

度
よ
り
令
和
５
年
８
月
末
で

１
８
１
組
３
１
２
名
。
支
援

事
業
の
最
た
る
も
の
が
、
定

住
促
進
協
議
会
事
業
で
「
ノ

ト
ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」
を
拠
点

に
き
め
細
や
か
に
移
住
相
談

者
を
支
援
し
て
い
る
。
本
年

度
は
引
越
支
援
、
家
賃
支
援
、

ノトクロスポート

問　

中
学
校
統
合
は
円
滑
か
つ
迅
速
に

答　

計
画
に
基
づ
き
着
実
に
統
合
を
進
め
る

員
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
統

合
ま
で
の
期
間
は
ど
の
く
ら

い
か
。
ま
た
、
円
滑
に
統
合

を
行
う
た
め
に
は
統
合
先
を

示
し
、
検
討
を
開
始
す
る
時

期
は
40
人
を
切
る
前
に
開
始

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

③
適
正
規
模
・
適
正
配
置
実

施
計
画
で
は
、「
小
学
校
は

５
校
５
地
区
で
検
討
す
る
」

と
あ
る
。
児
童
数
を
維
持
し

て
い
く
方
策
が
必
要
だ
。

答　

町
長

③
総
合
戦
略
に
基
づ
き
移
住

・
定
住
も
含
め
粛
々
と
取
組

む
。

定
住
住
宅
助
成
金
事
業
を
新

た
に
追
加
し
た
。

答　

町
長

②
住
ん
で
良
か
っ
た
、
移
住

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
移

住
支
援
事
業
を
提
供
す
る
。

今
後
も
定
住
促
進
協
議
会
を

中
心
に
連
携
し
な
が
ら
取
組

む
。

答　

教
育
長

③
当
町
の
教
育
基
本
方
針
で

は
目
指
す
人
間
像
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち

広
い
視
野
に
た
っ
て
社
会
に

貢
献
す
る
人
間
」
を
掲
げ
て

い
る
。
学
校
に
は
ふ
る
さ
と

教
育
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。
郷
土
の
人
、

も
の
、
行
事
な
ど
を
学
び
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学校教室(イメージ)



いっぱん質問

❽

馬
ば ば

場　　等
ひとし

　議員

問　奥能登の４公立病院の連携は

答　連携はとれている

問
　

能
登
町
に
は
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
が
あ
り
、
地
域
医

療
を
支
え
て
い
る
。
し
か
し

小
児
科
や
周
産
期
医
療
な
ど

に
お
い
て
は
、
十
分
な
対
応

が
で
き
て
い
な
い
。

　

奥
能
登
の
４
公
立
病
院
の

連
携
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

連
携
は
取
れ
て
い
る
か
。

問　
教
員
の
働
き
方
改
革
の
効
果
は

答　
時
間
外
勤
務
は
減
少
し
て
い
る

問
　

令
和
４
年
度
の
資
料
に
よ

る
と
、
能
登
町
の
小
中
学
校

教
員
の
時
間
外
労
働
が
、
月

平
均
80
時
間
以
上
（
過
労
死

ラ
イ
ン
）
の
人
数
は
小
学
校

で
11
人
、
中
学
校
で
26
人
で

あ
る
。
文
部
科
学
省
が
進
め

る
働
き
方
改
革
の
効
果
が
出

て
い
る
か
。

答　

教
育
長

　

令
和
５
年
度
と
令
和
４
年

度
４
月
か
ら
８
月
の
教
員
１

人
当
た
り
の
時
間
外
勤
務
の

月
平
均
時
間
数
を
比
較
す
る

と
、
小
学
校
で
は
一
月
当
た

り
４
・
２
時
間
、
中
学
校
で

は
６
・
５
時
間
減
っ
て
お
り
、

効
果
が
出
て
き
て
い
る
と
言

え
る
。

　

こ
の
結
果
は
、
県
が
配
置

し
た
加
配
教
員
の
増
加
及
び
、

町
が
全
小
中
学
校
に
配
置
し

て
い
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
人
的
支
援

が
充
実
し
て
き
て
い
る
こ
と

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
年
度
４
月
か
ら
８
月
の

間
、
時
間
外
勤
務
が
月
平
均

80
時
間
を
超
え
る
教
員
は
全

体
の
お
よ
そ
3
％
に
な
っ
た

が
、
繁
忙
期
の
月
で
見
れ
ば
、

80
時
間
を
超
え
る
教
員
は
こ

れ
よ
り
多
く
存
在
す
る
。
今

後
も
働
き
方
改
革
を
進
め
て

い
く
。

公立宇出津総合病院

　

外
科
や
小
児
科
の
応
援
、

そ
し
て
眼
科
、
精
神
科
の
医

師
の
兼
業
、
施
設
改
修
等
に

よ
る
緊
急
外
来
の
受
付
を
連

携
し
て
い
る
。
ま
た
、
輸
血

用
血
液
の
調
達
や
緊
急
時
に

お
け
る
給
食
の
相
互
利
用
な

答　

町
長

ど
で
、
連
携
が
行
わ
れ
て
い

る
。
出
産
に
関
し
て
は
、
県

で
赤
ち
ゃ
ん
協
議
会
が
設
立

さ
れ
、
輪
島
病
院
に
、
こ
の

10
月
か
ら
常
勤
産
科
医
が
派

遣
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　

地
域
医
療
を
広
域
圏
で
行

え
な
い
か
。

　

現
状
で
は
難
し
い
。

答　

町
長

問
　

将
来
的
に
は
、
奥
能
登
の

４
公
立
病
院
を
基
幹
病
院
と

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
に
再
編
し

て
、
地
域
医
療
を
広
域
圏
で

完
結
で
き
る
体
制
に
持
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　

基
幹
病
院
と
サ
テ
ラ
イ
ト

病
院
体
制
に
す
る
事
は
、
能

登
地
区
で
は
地
理
的
条
件
や

多
額
の
費
用
が
か
か
り
難
し

答　

町
長

問
　

文
部
科
学
省
は
教
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校

給
食
の
徴
収
・
管
理
を
地
方

自
治
体
の
会
計
に
組
み
入
れ

る
公
会
計
化
の
導
入
を
進
め

て
い
る
。
能
登
町
で
は
給
食

費
の
徴
収
・
管
理
は
学
校
で

教
員
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
県
内
の
自
治
体
で
公

会
計
を
導
入
し
て
い
る
市
町

は
ど
こ
か
。

い
。
私
た
ち
首
長
の
思
い
は
、

周
産
期
病
院
で
も
県
の
力
を

借
り
な
が
ら
整
備
し
て
も
ら

う
こ
と
で
あ
る
。

答　

町
長

　

当
町
の
学
校
給
食
に
つ
い

て
は
、
学
校
ご
と
に
徴
収
し

て
い
る
。
公
会
計
導
入
に
関

し
て
は
慎
重
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
公
会
計
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
は
内
灘
町
、
中
能

登
町
、
金
沢
市
、
羽
咋
市
、

輪
島
市
で
あ
る
。
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田
たばた

端 雄
ゆういち

市　議員

問　被災認定の調査と要する期間は

答　２人体制で約１カ月を要する

問
　

罹
災
証
明
書
の
交
付
が
被

災
者
の
生
活
再
建
の
カ
ギ
と

な
る
。
認
定
の
調
査
の
体
制

と
要
す
る
期
間
は
ど
れ
だ
け

か
。

答　

税
務
課
長

　

被
害
の
状
況
写
真
が
あ
れ

ば
証
明
書
交
付
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
定
は
、
２
人
体
制
で
確
認

す
る
。
珠
洲
市
の
よ
う
な
被

害
規
模
で
あ
れ
ば
、
約
１
カ

月
を
要
す
る
。

問
　

当
町
に
お
い
て
地
震
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
常
に
被
災
地
に
学

ぶ
も
の
は
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
教
訓
は
。

問　

珠
洲
地
震
の
教
訓
は

答　
災
害
状
況
に
応
じ
た
見
直
し
と
努
力
を

答　

町
長

①
情
報
の
発
信
は
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用

②
情
報
の
収
集
、
そ
の
体
制

構
築
に
は
、
日
頃
の
訓
練
が

必
要

③
減
災
に
対
す
る
備
え
は
地

域
住
民
と
の
連
携
な
ど
が
必

要
。
災
害
の
状
況
に
応
じ
た

速
や
か
な
見
直
し
な
ど
不
断

の
努
力
を
欠
か
さ
な
い
こ
と

が
肝
要
。

そ
の
他
質
問

　

速
や
か
に
申
請
を
す
る
た

め
、
珠
洲
市
で
は
健
康
増
進

課
が
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
問

し
申
請
を
促
し
た
。
小
松
市

は
民
生
委
員
な
ど
が
高
齢
者

の
状
況
把
握
を
訓
練
し
て
い

る
。
参
考
と
す
る
と
こ
ろ
は

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
町

が
取
り
組
む
Ｄ
Ｘ
で
、
県
の

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
シ

ス
テ
ム
に
対
応
す
る
町
民
の

ス
マ
ホ
利
活
用
の
環
境
を
整

え
る
べ
き
だ
。

問
近
年
の
物
価
高
に
よ
り
、

ス
ト
ー
マ
装
具
※
費
に
も
影

響
が
で
て
い
る
。
高
額
な
治

療
費
と
、
さ
ら
に
装
具
費
用

に
も
支
出
が
か
さ
む
。
個
人

の
利
用
状
況
に
よ
る
が
、
基

準
を
超
え
る
自
己
負
担
額
は
、

３
８
７
５
円
に
も
な
る
。
県

内
で
も
増
額
し
た
自
治
体
も

あ
る
。
生
活
者
の
声
に
耳
を

傾
け
た
対
応
を
。

答　

町
長

給
付
額
は
平
成
18
年
以
来

の
基
準
額
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
の
市
町
の
多
く
は
基
準

額
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

奥
能
登
２
市
２
町
で
構
成

さ
れ
る
奥
能
登
自
立
支
援
協

議
会
で
情
報
を
共
有
し
協
議

し
た
い
。

＊
ス
ト
ー
マ
装
具
と
は

　

消
化
管
や
膀
胱
の
病
気
の

た
め
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱

を
造
設
し
た
際
、
排
泄
物
を

た
め
て
お
く
装
具（
消
耗
品
）

の
こ
と

ブルーシートで応急処置した家屋（イメージ）

問
　

証
明
書
の
交
付
を
速
や
か

に
す
る
た
め
、
県
の
被
災
者

生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
地
で
の
モ
バ
イ
ル
端
末
で
、

情
報
を
送
信
で
き
る
た
め
期

間
を
短
縮
で
き
る
。
認
定
調

査
に
は
、
他
市
町
の
職
員
の

応
援
も
得
て
迅
速
に
対
応
す

る
。

答　

町
長
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いっぱん質問

南
みなみ

　　正
まさはる

晴　議員

問　若手、新規就農者への支援充実を

答　国や県の事業を活用し協議する

問
　

町
立
小
中
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
関
す
る
基

本
方
針
並
び
に
実
施
計
画
が

令
和
５
年
３
月
に
出
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
き
６
月
に
小
学

校
区
単
位
で
説
明
会
が
行
わ

れ
た
。
地
区
に
よ
っ
て
事
情

は
違
う
と
思
う
が
、
教
育
長

の
見
解
は
。

問
　

町
の
担
い
手
育
成
農
業
機

械
整
備
支
援
事
業
で
は
、
農

業
機
械
の
整
備
に
関
し
て
、

補
助
率
10
％
も
し
く
は
上
限

額
が
50
万
円
で
あ
る
。
昨
今

の
農
業
機
械
の
高
騰
を
考
え

る
と
、
２
倍
く
ら
い
の
補
助

に
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
第

１
次
産
業
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
支

援
助
成
金
は
生
活
支
援
で
あ

り
、
農
業
に
対
す
る
ハ
ー
ド

面
で
の
支
援
で
は
な
い
。
農

業
機
械
の
支
援
を
ひ
も
付
で

き
な
い
か
。

答　

教
育
長

　

保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら

貴
重
な
意
見
を
頂
戴
し
た
。

統
合
の
時
期
や
通
学
方
法
に

対
す
る
不
安
な
ど
た
く
さ
ん

答　

町
長

　

町
単
独
の
支
援
事
業
の
補

助
率
、
上
限
額
が
低
い
と
い

う
指
摘
で
あ
る
が
、
国
の
事

業
に
不
採
択
と
な
っ
た
案
件

を
町
で
補
っ
て
い
る
。
補
助

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
農

家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
課
題
に
し
た
い
。
１
次
産

業
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
農

業
者
と
な
れ
ば
支
援
を
受
け

る
事
が
で
き
る
。

問　
小
中
学
校
の
統
廃
合
計
画
を
問
う

答　

計
画
に
基
づ
き
進
め
て
行
く

の
質
問
、
要
望
が
あ
っ
た
。

本
計
画
に
対
す
る
大
き
な
反

対
の
意
見
は
な
か
っ
た
と
捉

え
て
い
る
。

問
　

適
正
規
模
・
適
正
配
置
に

関
す
る
実
施
計
画
で
は
、
中

学
校
の
統
合
に
は
８
つ
条
件

が
あ
る
。
こ
の
計
画
に
沿
っ

て
進
め
る
と
理
解
し
て
い
る

が
、
教
育
長
の
考
え
を
確
認

し
た
い
。

答　

教
育
長

　

計
画
に
基
づ
き
、
着
実
に

進
め
た
い
。

問
　

中
学
校
の
配
置
に
つ
い
て

は
地
区
は
限
定
せ
ず
、
将
来

的
に
は
一
つ
に
す
る
と
明
言

し
て
い
る
が
、
計
画
で
は
松

波
中
が
令
和
９
年
、
柳
田
中

が
令
和
15
年
か
ら
検
討
開
始

で
あ
り
、
一
校
に
統
合
さ
れ

る
の
が
令
和
16
年
〜
18
年
位

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
一
気

に
統
合
を
進
め
る
の
も
一
つ

の
方
策
で
は
な
い
か
。
町
長

の
考
え
は
。

答　

町
長

　

町
の
方
針
と
し
て
は
、
現

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
行

く
。
学
校
を
な
く
し
た
い
わ

け
で
は
な
い
。

答　

農
林
水
産
課
長

　

国
の
支
援
は
、
就
農
準
備

資
金
、
経
営
開
始
資
金
、
経

営
発
展
支
援
事
業
が
あ
る
。

問
　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
農
業
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
経
営
規
模

拡
大
を
図
る
農
業
者
や
若
手

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
策
は

あ
る
か
。
先
端
技
術
の
駆
使

と
確
保
に
よ
り
若
手
が
農
業

に
目
を
向
け
て
く
れ
る
の
で

は
と
期
待
す
る
。
た
だ
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
も
資

金
が
必
要
で
あ
る
。
支
援
策

の
創
設
を
望
む
。

答　

町
長

　

町
単
独
事
業
で
は
十
分
な

支
援
は
難
し
い
。
国
や
県
の

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
協
議

し
た
い
。
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
の
中
で
生
産

性
向
上
加
算
金
が
あ
る
。
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
を
集
落
の

共
同
利
用
機
械
と
し
て
、
導

入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

の
で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

県
で
は
、
い
し
か
わ
農
業
支

援
機
構
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
。
意
欲
の
あ
る
方
は
農
林

水
産
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

も
ら
え
れ
ば
適
切
に
対
応
す

る
。

農作業（イメージ）

学校（イメージ）
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いっぱん質問

志
しこう

幸 松
しょうえい

栄　議員

問
　

祭
り
の
継
承
は
年
々
厳
し

く
、
地
区
の
活
性
化
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
。
能
登
町

に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
町
に
近
づ
く
方
策
は
。

答　

町
長

　

少
子
高
齢
化
や
担
ぎ
手
の

不
足
、
ま
た
最
近
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
、
キ
リ
コ
祭
り

の
運
行
の
中
止
や
、
運
行
ル

ー
ト
、
運
行
時
間
の
見
直
し

問　中学校の統廃合計画の進捗状況は

答　統合検討委員会の報告を待ち審議

　

町
立
小
中
学
校
教
育
環
境

づ
く
り
検
討
委
員
会
よ
り
、

学
校
の
適
正
規
模
・
配
置
並

び
に
教
育
環
境
に
つ
い
て
の

答
申
が
な
さ
れ
、
こ
の
こ
と

を
受
け
基
本
方
針
及
び
実
施

計
画
が
策
定
さ
れ
た
と
聞
く
。

８
月
の
子
ど
も
議
会
に
お
い

て
も
議
題
と
な
っ
た
。
中
学

校
の
統
合
に
向
け
た
直
近
の

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
を
説

明
せ
よ
。

問

答　

教
育
長

　

９
月
に
中
学
校
の
統
合
に

関
す
る
地
区
説
明
会
を
開
催

し
、
参
加
者
か
ら
は
通
学
方

法
や
、
生
徒
の
交
流
等
に
つ

い
て
、
意
見
や
質
問
、
要
望

が
あ
っ
た
。
今
後
は
統
合
検

討
委
員
会
よ
り
、
統
合
先
の

学
校
、
時
期
、
要
望
事
項
な

ど
の
報
告
書
を
教
育
委
員
会

に
提
出
し
て
も
ら
う
予
定
で

あ
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
報
告
書
を
受
け
審
議
を

行
い
、
最
終
的
な
決
定
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問　

祭
り
文
化
の
継
承
策
は　

答　
継
承
に
際
し
、
学
生
の
受
入
れ
も
検
討あばれ祭

な
ど
を
行
う
町
内
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

町
内
の
一
部
で
は
、
関
係

機
関
の
協
力
の
も
と
、
大
学

生
の
受
入
れ
に
よ
っ
て
祭
礼

を
継
続
し
て
い
る
。
大
学
生

な
の
で
、
夏
休
み
や
休
日
に

開
催
さ
れ
る
祭
礼
に
限
ら
れ

る
が
、
も
し
受
入
れ
を
希
望

す
る
場
合
は
、
役
場
ふ
る
さ

と
振
興
課
に
相
談
し
て
も
ら

い
た
い
。

答弁する真智教育長
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いっぱん質問

市
いちはま

濱　　等
ひとし

　議員
問　町顕彰、文化の日に執行要望

答　以前を踏襲＋文化の日含める

問
　

こ
の
3
年
間
、
町
の
顕
彰

条
例
で
表
彰
さ
れ
た
方
が
い

な
い
。
町
記
念
日
の
表
彰
で

は
間
延
び
し
て
功
績
が
薄
れ

る
。
表
彰
は
功
績
が
認
め
ら

れ
た
そ
の
年
の
文
化
の
日
で

間
髪
を
入
れ
ず
実
行
す
べ
き

だ
。
ま
た
若
く
と
も
町
に
元

気
を
与
え
、
功
績
を
あ
げ
て

い
る
方
々
を
表
彰
す
る
制
度

を
創
れ
。

問　

イ
カ
の
不
漁
こ
こ
が
正
念
場

　
　

支
援
を　

答　

国
の
交
付
金
を
最
大
限
活
用
し

　
　

支
援

問
　

小
木
港
日
本
海
中
型
イ
カ

漁
業
、
イ
カ
の
資
源
不
足
に

よ
る
不
漁
、
ま
た
１・
６
倍

も
の
燃
料
費
高
騰
、
加
え
て

ロ
シ
ア
海
域
の
操
業
に
よ
る

漁
場
補
償
費
等
、
関
係
者
は

困
惑
し
て
い
る
。
小
木
の
漁

業
こ
こ
が
正
念
場
、
国
県
町

に
よ
る
大
き
な
支
援
が
必
要

だ
。

答　

町
長

　

小
木
の
イ
カ
釣
り
船
団
は

町
に
と
っ
て
は
大
切
な
基
幹

産
業
だ
。
燃
料
高
騰
が
漁
業

経
営
者
に
重
く
負
担
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
国
は
燃
料
価
格
高
騰
を

抑
え
る
た
め
、
石
油
元
売
り

会
社
に
対
す
る
補
助
金
延
長

を
決
め
て
い
る
。
国
の
交
付

金
制
度
の
行
方
を
見
守
り
た

い
。

答　

町
長

　

顕
彰
の
時
期
は
条
例
で
町

が
必
要
と
認
め
る
と
き
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
被
表
彰
者

の
功
績
が
町
内
外
に
広
く
知

ら
れ
る
こ
と
も
重
要
で
、
顕

彰
は
後
々
の
人
材
を
育
て
る

事
に
も
繋
が
る
。
文
化
の
日

も
含
め
て
適
切
な
日
に
施
行

し
た
い
。

　

顕
彰
条
例
の
ほ
か
に
、
表

彰
規
則
で
は
町
政
の
進
展
、

経
済
の
振
興
、
公
共
福
祉
、

文
化
教
育
振
興
に
功
績
の
あ

っ
た
個
人
、
団
体
を
表
彰
し

て
い
る
。
年
齢
、
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
幅
広
く
推
薦
を
受

け
付
け
、
ふ
さ
わ
し
い
方
を

表
彰
し
て
い
き
た
い
。

小木港　イカ釣船

顕彰条例表彰式の様子

文化の日（イメージ）
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いっぱん質問

鍛
か じ や

治谷 眞
しんいち

一　議員

問
　

旧
能
都
中
学
校
近
く
の
雄

志
館
で
は
柔
道
、
空
手
、
剣

道
、
最
近
は
護
身
術
も
加
え

約
50
名
が
そ
れ
ぞ
れ
週
２
回

ほ
ど
の
練
習
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
夏
は
指
導
者
、
保
護
者

が
温
度
、
湿
度
を
計
測
し
て

給
水
や
休
憩
を
と
っ
て
体
調

管
理
に
努
め
、
過
酷
な
状
況

を
し
の
い
で
き
た
が
、
熱
中

答　
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

町
の
武
道
館
機
能
は
内
浦

第
２
体
育
館
に
集
約
し
、
や

が
て
雄
志
館
は
除
却
す
る
と

い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
た
め

大
規
模
改
修
は
で
き
な
い
が
、

網
戸
の
整
備
は
十
分
可
能
だ

と
考
え
る
。
暖
房
器
具
は
他

の
施
設
で
支
障
が
な
い
限
り

貸
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

問　祭りを検証する調査会を設置せよ

答　今一度、精査する価値がある

　

能
登
町
の
祭
り
文
化
と
い

う
財
産
に
つ
い
て
、
各
地
区
、

各
在
所
の
祭
り
事
情
の
調
査

を
提
案
す
る
。
お
盆
に
も
正

月
に
も
帰
省
す
る
こ
と
の
な

い
人
が
祭
り
に
だ
け
は
帰
っ

て
く
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
能
登
の
最
後
の
砦
だ
。
残

念
な
が
ら
減
少
す
る
人
口
問

題
、
経
費
の
問
題
な
ど
で
祭

り
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

神
事
、
祭
事
と
し
て
は
町
が

補
助
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
「
文
化
」

の
存
続
、
維
持
の
た
め
に
調

査
、
支
援
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
千
葉
県
佐
倉
市
の

「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」

に
あ
ば
れ
祭
り
の
神
輿
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
当
町

の
姉
妹
都
市
交
流
の
訪
問
助

成
金
制
度
を
準
用
し
て
、
町

民
の
観
覧
を
促
し
て
ほ
し
い
。

問

答　

教
育
長

　

キ
リ
コ
祭
り
は
、
大
切
な

文
化
資
源
で
あ
り
、
観
光
や

地
域
活
性
化
、
交
流
人
口
を

増
大
す
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
各
祭
り
の
諸
事
情
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

か
ら
教
育
委
員
会
で
も
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

問　

雄
志
館
の
環
境
整
備
を
求
め
る　

答　

簡
易
的
な
修
繕
で
対
応
し
た
い

症
な
ど
の
事
故
が
起
き
な
か

っ
た
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て

い
る
。
七
尾
市
で
は
移
動
式

の
空
調
設
備
を
検
討
し
て
い

る
と
聞
く
。
町
で
も
「
子
育

て
支
援
」、「
青
少
年
健
全
育

成
」
の
一
環
と
し
て
夏
の
網

戸
、
冬
の
暖
房
強
化
で
事
故

が
発
生
し
な
い
う
ち
に
対
応

し
て
ほ
し
い
。

答　

町
長

　

学
生
の
協
力
を
得
て
祭
礼

を
行
っ
た
地
域
も
あ
る
。
町

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
的

な
側
面
と
し
て
の
支
援
は
可

能
で
あ
る
が
、
運
営
補
助
や
、

資
金
の
援
助
を
す
れ
ば
、
祭

り
が
再
開
で
き
る
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
も
、
今
一
度
、

精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

佐
倉
市
の
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
の
件
は
、
宇
出
津
の

あ
ば
れ
神
輿
が
展
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
。
助
成
金
に
つ
い

て
は
、
流
山
市
へ
の
訪
問
の

際
に
少
し
足
を
延
ば
し
て
佐

倉
市
へ
も
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

柔道や剣道の練習が行われている雄志館
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いっぱん質問いっぱん質問

向
むかいとうげ

峠 茂
たか と

人　議員

問　有線放送の再考を

答　町民に分かりやすい放映に努める

問①
期
限
終
了
の
放
映
に
つ
い

て
。

②
町
内
企
業
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
放
映
を
。

③
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
提

供
を
。

問　
消
防
団
員
の
確
保
と
処
遇
改
善
を

答　

団
員
の
確
保
に
努
め
た
い

問①消
防
団
員
の
減
少
を
認
識

し
て
い
る
か
。

②
団
員
と
家
族
手
当
の
充
実

を
。

③
職
員
も
団
員
に

答　

町
長

①
町
に
お
い
て
も
10
年
間
で

21
人
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、

分
団
の
中
に
は
、
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
く
る

分
団
も
あ
る
の
で
は
と
認
識

し
て
い
る
。

②
消
防
団
員
の
活
動
に
は
、

家
族
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。

家
族
慰
労
金
と
し
て
、
家
族

手
当
を
支
給
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
の
で
、

答　

総
務
課
長

①
能
登
町
音
頭
、
健
康
体
操

は
町
民
の
方
が
家
庭
や
職
場

で
健
康
増
進
の
た
め
に
、
踊

っ
た
り
体
操
し
た
り
で
き
る

よ
う
に
毎
日
放
送
し
て
い
る
。

期
限
が
終
了
し
た
告
知
放
送

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
内
容

に
よ
り
以
前
の
情
報
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

放
送
日
ご
と
に
内
容
の
変
更

を
行
う
な
ど
、
わ
か
り
や
す

い
放
送
に
努
め
る
。

能登町消防団

答　

町
長

②
有
線
放
送
テ
レ
ビ
で
の
企

業
の
広
告
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

放
映
に
つ
い
て
は
、
公
共
放

送
の
立
場
を
考
え
、
営
利
を

目
的
と
し
た
有
料
広
告
は
し

な
い
方
針
で
あ
る
。

③
毎
日
、
放
送
内
容
を
更
新

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
町
民

の
日
常
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

自
主
制
作
番
組
の
枠
に
お
い

て
検
討
し
た
い
。

検
討
し
た
い
。

③
現
在
、
町
の
一
般
職
員
は

21
名
が
団
員
と
し
て
活
動
し
、

直
近
の
５
年
間
で
は
新
た
に

５
名
が
入
団
し
て
い
る
。
団

員
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

環
境
を
整
え
、
今
後
も
消
防

団
に
参
加
し
や
す
い
職
場
の

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
入
団

を
推
奨
し
た
い
。

そ
の
他
質
問

町
長
の
２
年
半
の
実
績
を
問

う①
一
次
産
業
へ
の
積
極
的
支

援
は
。

②
子
育
て
環
境
の
充
実
と
未

来
へ
の
投
資
。

③
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。

答　

町
長

①
農
業
機
械
購
入
時
に
国
の

補
助
率
が
低
い
事
業
に
対
し

て
、
町
独
自
の
追
加
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
能
登
牛
、
能
登
町

の
玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
オ
ー
ル

能
登
町
産
牛
丼
の
学
校
給
食

も
行
っ
て
い
る
。

　

新
規
参
入
さ
れ
る
農
業
者

の
相
談
も
受
け
て
お
り
、
今

後
も
新
た
な
制
度
の
検
討
も

含
め
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応

し
た
い
。

②
宇
出
津
地
区
で
統
合
保
育

所
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

完
成
後
に
は
今
以
上
に
園
児

の
安
全
確
保
と
質
の
高
い
保

育
の
提
供
が
で
き
る
。

③
定
住
施
策
と
し
て
、
移
住

定
住
を
は
じ
め
、
創
業
、
継

承
や
関
係
人
口
、
関
係
企
業

の
創
出
の
拠
点
と
な
る
「
ノ

ト
ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

ま
た
介
護
従
事
者
の
資
格

取
得
、
資
格
の
更
新
に
か
か

る
経
費
の
助
成
制
度
、
介
護

支
援
専
門
員
等
の
処
遇
改
善

制
度
を
創
設
し
介
護
人
材
の

確
保
に
加
え
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
よ
る
介
護
の
質

の
向
上
、
離
職
防
止
に
対
す

る
取
り
組
み
を
追
加
し
て
い

る
。

有線放送スタジオ
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決算特別委員会を設置し令和４年度会計決算を認定

松波城址公園を見学する決算特別委員会

　地方自治法233条により提出が義務づけられている書類を検閲し、関係課等から説明を聴取した上で、
予算執行が適正にかつ効率的に行われたかについて慎重に審査した。審査過程において、本委員会から
の主な意見、提案等については次のとおりである。

①　将来の人口減少を見据え、持続可能なまちづくり
を推進するため、引き続き繰上償還を行い、各種事
業継続の見直しや積極的な民間委託を推奨し、健全
な財政運営に努めるとともに、町の公共施設におい
ても、公共施設個別施設計画に基づき、遊休施設な
どを計画的に解体し、またその跡地についても、環
境に配慮し適正に管理されたい。

②　有線放送運営事業について、国や県が推し進めて
いるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の
観点から、町のホームページのシステム更新時に、
現在、町の有線テレビで放送している議会中継や町
の行事等を、ＳＮＳを利活用して配信することがで
きないか検討願いたい。

③　町税の収納について、徴収率が年々改善傾向にあ
ることは評価に値する。
　引き続き奥能登地区地方税滞納整理機構と連携しつ
つ、その他の各種料金・負担金・分担金・使用料等
の収納未済に対する取り組みについても、公平性を
確保できるよう、より一層の収納努力を望む。

④　文化財保護について、現在遠島山公園内にある、
西谷啓治記念館、益谷秀次記念館、歴史民俗資料館、
郷土館の収蔵物を真脇遺跡公園敷地内に集約する計
画であるとのことだが、ドブネ収蔵庫や坂坦道彫刻
展示場などを含め、真脇遺跡縄文館を拠点として、
歴史的価値のある文化財を最大限に利活用し、集客
につなげることを期待する。

⑤　水道・下水道事業について、水道管の老朽管更新
事業を計画的に遂行したことにより、有収率も年々
向上してきている。他方で、人口減少による使用水
量の減少が予想されることから、令和４年度に実施
したアセットマネジメントの結果を踏まえ、将来を
見据えた基本計画となる水道ビジョンを策定され、
財政を圧迫する要因とならないよう、持続可能な運
営に努められたい。

　終わりに、令和４年度の決算状況を見ると、コロナ
禍の影響によりここ数年実施できなかった事業が数多
く執行されており、ようやく平常に戻りつつあると実
感するが、その一方で、町内の各地区では、地域での
行事等が長期に渡り軒並み中止されたことにより、関
係性の希薄化が懸念される。
　能登町第二次総合計画の基本目標である『人をつな
ぎ、地域をつなぎ、未来へつなぐまちづくり』にいま
一度立ち返り、コロナ禍からの復興と地域の持続的成
長に向け、全力で町政を運営されることを切に願い、
決算特別委員会からの総括とする。

決算特別委員会　　委 員 長　　市濱　　等

副委員長　　小浦　　肇

委　　員　　𠮷田　義法

委　　員　　馬場　　等

委　　員　　小路　政敏

委　　員　　酒元　法子
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いっぱん質問管外視察レポート

管外視察報告

「毎年200人以上の移住者を受入れ」（長崎県五島市）
　　総務産業建設常任委員会委員長　　𠮷田　義法

五島市役所で研修

五島市役所前にて

　令和５年７月25日、ＮＨＫ連続テレビ小説「舞い
あがれ！」の舞台となった、長崎県五島市へ視察研修
に行ってきました。五島市は、152の島からなる人
口約34,000人の自治体です。農業や水産業、観光
業が盛んで、山や海がとても美しい島でした。
　五島市では、空港などの社会インフラを維持してい
くために、人口３万人を維持していかなければならな
い危機感から、2007年度より移住政策に取組んで
きました。当初は年間20人前後の受入れでしたが、
2015年度には50人を超え支援員を４人配置しまし
た。
　2017年度、有人国境離島法の施行にともない、雇
用機会拡充支援事業を実施したことにより観光業、宿
泊業、風力発電等の雇用が増えました。2018年度よ

り地域協働課を新設し、12人の職員の内６人を移住
定住の担当としました。この年より毎年200人以上
の移住者を受入れています。

　問：移住希望者が増えた理由と支援員の役割は。
　答：豊かな自然環境や様々な移住政策について、町

のホームページやメディアを活用して、情報発
信を行った。支援員は移住希望者全般の相談対
応。

　問：移住者の満足度は。
　答：移住者の声として「通勤時間が短くなり家族と

過ごす時間が増えた」や「豊かな自然の中で子
育てや生活を楽しむことができる」などがある。

　【最後に】
　五島市の移住政策は情報の発信力により多くの関心を集め、
オンラインでの個別移住相談なども行っており、若い世代にあ
った手法だと感じました。また、子育て世帯にターゲットを絞
った手厚い支援制度があります。就業先を紹介することもある
そうです。能登町の定着率は83.45％で五島市の81.8％を
上回っています。このように、能登町が優れているところもあ
りますが、五島市を参考にさらに、移住・定住促進を図ること
が重要だと感じた視察研修でした。

鐙瀬（あぶんぜ）溶岩海岸

鬼岳（おにだけ）

子育て世帯の移住に力を入れた支援事業　（30代以下の移住者の割合が約75％）
①移住希望者定住支援補助金：旅費６万円（40歳未満）
②子育て世帯等移住促進補助金：引越費用15万円（40歳未満の夫婦）
③奨学金返還支援助成金：年間36万円を10年間（35歳未満）
④短期滞在住宅：３カ月無料
⑤雇用機会拡充支援事業補助金：起業450万円、事業拡大1200万円
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令和５年出欠状況表
〇…出席　　欠…冠婚葬祭 通院 私事都合等により欠席　　公…他の公務あり　―…対象外　　オ…オブザーバーとして議長が出席　

月　日 議員名会議名

小
浦　

 　

肇

𠮷
田　

 

義
法

馬
場　
　

 

等

田
端　

 

雄
市

金
七 

祐
太
郎

南　
　

 

正
晴

市
濱　
　

 

等

小
路　

 

政
敏

酒
元　

 

法
子

河
田　

 

信
彰

向
峠　

 

茂
人

志
幸　

 

松
栄

鍛
治
谷 

眞
一

７月19日 なり手不足解消調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
７月19日 広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ― ―
８月 １日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
８月22日 なり手不足解消調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
８月22日 広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ― ―
８月28日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
８月31日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月 ６日 ９月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月 ７日 常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月 ８日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ―
９月11日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ―
９月12日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ―
９月13日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ―
９月14日 ９月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月19日 ９月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月19日 なり手不足解消調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７
月
７
日　

姉
妹
都
市
議
会
（
流
山
市
・
小
林
市
・
信
濃
町
）

　
　
　
　
　

表
敬
訪
問
（
来
町
・
９
日
ま
で
）

７
月
11
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
管
外
視
察

　
　
　
　
　
（
青
森
県
五
所
川
原
市
・
〜
13
日
ま
で
）

７
月
19
日　

能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消
調
査
特
別
委
員
会
・
広
報
編
集

特
別
委
員
会

７
月
21
日　

石
川
県
戦
没
者
追
悼
式
（
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

新
人
議
員
研
修
会
（
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

７
月
24
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
管
外
視
察

　
　
　
　
　
（
長
崎
県
五
島
市
・
〜
27
日
ま
で
）

８
月
１
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
月
４
日　

議
会
広
報
研
修
会

　
　
　
　
　
（
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

８
月
10
日　

議
員
・
監
査
委
員
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
）

８
月
22
日　

能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消

　
　
　
　
　

調
査
特
別
委
員
会
・
広
報
編
集
特
別

　
　
　
　
　

委
員
会

８
月
28
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
月
29
日　

能
登
町
子
ど
も
議
会

８
月
31
日　

議
員
全
員
協
議
会

９
月
６
日　

第
５
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
（
議
案
上
程
）

９
月
７
日　

各
常
任
委
員
会

９
月
８
日　

決
算
特
別
委
員
会
（
〜
13
日
ま
で
）

９
月
14
日　

第
５
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
19
日　

第
５
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
（
採
決
）・
能
登
町
議
会
議
員

な
り
手
不
足
解
消
調
査
特
別
委
員
会

９
月
28
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
協
議
会

　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
）

７
月
か
ら
９
月
の
主
な
議
会
活
動

議会広報研修会
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猿
鬼
歩
こ
う
走
ろ
う
健
康
大

会
に
参
加
。
昨
年
と
同
じ
く
10

キ
ロ
を
歩
き
ま
し
た
。
昨
年
は

ゴ
ー
ル
後
に
左
足
と
腰
が
悲
鳴

を
上
げ
て
し
ば
ら
く
動
け
ず
の

状
態
で
し
た
が
、
今
年
は
足
の

痛
み
も
な
く
無
事
に
ゴ
ー
ル
で

き
ま
し
た
。
普
段
は
車
で
通
る

道
で
す
が
、歩
く
こ
と
で
、ミ
ョ

ウ
ガ
の
群
生
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
の

ツ
ル
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
、
一
緒
に
歩
い

た
若
い
方
と
色
々
な
話
も
で
き

ま
し
た
。
来
年
も
健
康
で
元
気

に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
委
員　

南　
　

正
晴
）

　    

広
報
編
集

    　

特
別
委
員
会

 

委 

員 

長　

馬
場　
　

等

 

副
委
員
長　

小
浦　
　

肇

 

委　
　

員　

𠮷
田　

義
法

 　
　
　
　
　

田
端　

雄
市

　
　
　
　

 　

南　
　

正
晴

 　
　
　
　
　

小
路　

政
敏

 　
　
　
　
　
　

まちかどインタビュー

 インタビュー

まち
どか

次の定例会議は 12月６日開会予定です。
　議会の日程については、決定しだい町のホームページ、および有線テレビでお知らせしています。
　傍聴にお越しの際は、引き続き基本的な感染防止対策のご協力をお願いします。

小間生公民館卓球サークルの皆さん（右から３番目が新谷館長）

　

今
回
の
ま
ち
か
ど
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
「
小
間
生
公
民
館

卓
球
サ
ー
ク
ル
」
で
す
。

　

館
長
の
新
谷
満
男
さ
ん
に

伺
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

 

南　
　

正
晴
）

地
域
以
外
の
方
も
含
め
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
男
性
７
名
、

女
性
３
名
の
計
10
名
の
メ
ン

バ
ー
が
い
ま
す
が
、
当
日
に

公
民
館
に
顔
を
出
し
た
人
も

参
加
し
て
、
３
組
の
卓
球
台

で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
ラ
リ

ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
サ

ー
ク
ル
の
仲
間
に
は
能
登
町

卓
球
大
会
に
出
場
す
る
人
も

い
ま
す
よ
。

◆
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
あ
り

ま
す
か

　

活
動
当
初
か
ら
年
に
２
回
、

反
省
会
？
（
懇
親
会
？
）
を

兼
ね
て
食
事
会
も
行
っ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
仲
間
を
増
や

し
て
、
出
来
れ
ば
公
民
館
主

催
の
卓
球
大
会
を
開
け
る
よ

う
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
経
験
を
問
わ
ず
、

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

の
で
、
火
曜
日
は
小
間
生
公

民
館
に
顔
を
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

◆
議
会
に
対
し
て
何
か
一
言

　

住
民
の
代
表
と
し
て
、
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

役
場
窓
口
と
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も

そ
う
い
う
事
が
な
く
な
る
よ

う
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
意

見
を
行
政
に
届
け
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

「
仲
間
づ
く
り
健
康
づ
く
り
」

◆
サ
ー
ク
ル
活
動
の
き
っ
か

け
は

　

平
成
２
年
４
月
に
地
域
の

有
志
２
名
か
ら
卓
球
台
の
寄

付
を
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
同
年
６
月
か

ら
私
を
含
め
て
３
名
で
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

◆
現
在
の
状
況
は

　

毎
週
火
曜
日
の
午
後
１
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で
、

卓球を楽しむサークルのメンバー


